
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　扉の室内側に装着される内座と室外側に装着される外座とに縦長に形成されたハンドル
をそれぞれ設けると共に、ラッチヘッドを後退させる解錠部材あるいはその後退を許容さ
せる操作部材を作動させる解錠部材を前記各ハンドルと連動させるように前記内座と外座
とにそれぞれ設け、前記一方のハンドル

押し操作又は前記他方のハンドル
引き操作によって、前記ラッチヘッドを後退または後退を許容させて前記扉を開扉させ

るようにした扉錠のハンドル装置であって、一方の前記解錠部材を前記内座内に、他方の
前記解錠部材を前記外座内にそれぞれ回動自在に枢支させてな

ことを特徴と
する扉錠のハンドル装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、回動開閉する扉に使用される扉錠のハンドル装置に関する。
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の中央部、上部または下部のいずれに対しても行
える の中央部、上部または下部のいずれに対しても行え
る

り、また、前記一方のハン
ドルは、前記解錠部材の一方に枢結される連結部の上下両側に突設されたガイド部を備え
ると共に、前記押し操作方向と反対方向に付勢され、各ガイド部は内座または外座の一方
に抜け止め状態に保持され、さらに、前記他方のハンドルは、前記解錠部材の他方に枢結
される連結部の上下両側が、内座または外座の他方の側部に突設された突起に当接するよ
うに構成されていると共に、前記引き操作方向と反対方向に付勢されている



【０００２】
【従来の技術】
　扉の内外両側にハンドルを設け、そのハンドルを扉の開く方向に押し引きすることによ
ってラッチ錠を解錠できるようにした扉錠のハンドル装置は、例えば実開平６－６２１６
０号公報および実開平３－１２８１７７号公報に開示されている。
【０００３】
　上記前者の装置では、ハンドルの下部を内座及び外座の下部に枢支させ、そのハンドル
の上半部を押し引き操作することによって、そのハンドルに連結させた解錠部材を介して
ラッチ錠を解錠できるように構成されている。
【０００４】
　一方、後者の装置では、ハンドルを内座及び外座にそれぞれ平行リンク機構を介して支
持させ、そのハンドルの略中央部を押し引き操作することにより、そのハンドルと連動す
る解錠部材を介してラッチ錠を解錠できるように構成されている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
　上述した従来の前者の場合、ハンドルが枢支されている下部を押し引きしてもラッチを
解錠することができず、使い勝手がよくなかった。
【０００６】
　また、後者の場合、ハンドルの中央部を操作したときには動作はスムーズであるが、上
部や下部を操作するときには平行リンク機構の動きがスムーズでなく、重く感じることが
あった。また、急激に上部や下部を操作した時はほとんど作動しない。
【０００７】
　本発明はこのような実情に鑑みてなされ、ハンドルのどの部分を操作してもスムーズに
ラッチ錠の解錠ができる扉錠のハンドル装置を提供することを目的としている。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上述の課題を解決するための手段を以下のように構成している。
　すなわち、扉の室内側に装着される内座と室外側に装着される外座とに縦長に形成され
たハンドルをそれぞれ設けると共に、ラッチヘッドを後退させる解錠部材あるいはその後
退を許容させる操作部材を作動させる解錠部材を前記各ハンドルと連動させて前記内座と
外座とにそれぞれ設け、前記一方のハンドル

押し操作又は前記他方のハンドル
引き操作によって、前記ラッチヘッドを後退または後退を許容させて前記扉を開扉

させるようにした扉錠のハンドル装置にあって、一方の前記解錠部材を前記内座内に、他
方の前記解錠部材を前記外座内にそれぞれ回動自在に枢支させてな

ことを特
徴としている。
【０００９】
　ハンドルの中央部内側に突設した突出片部を解錠部材の回動端と枢結させることにより
ハンドルを支持させているので、そのハンドルのどの部分を操作しても確実に解錠部材を
連動させることができ、ラッチ錠を操作性よく解錠することができる。
【００１０】
【発明の実施の形態】
　以下に本発明の扉錠のハンドル装置の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
　図１は扉錠のハンドル装置の要部構成を示し、図中符号１は回動開閉される扉、２はそ
の内側面、３はその外側面、４はその扉１の内側面２に装着された内座、５は外側面３に
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の中央部、上部または下部のいずれに対して
も行える の中央部、上部または下部のいずれに対しても
行える

り、また、前記一方の
ハンドルは、前記解錠部材の一方に枢結される連結部の上下両側に突設されたガイド部を
備えると共に、前記押し操作方向と反対方向に付勢され、各ガイド部は内座または外座の
一方に抜け止め状態に保持され、さらに、前記他方のハンドルは、前記解錠部材の他方に
枢結される連結部の上下両側が、内座または外座の他方の側部に突設された突起に当接す
るように構成されていると共に、前記引き操作方向と反対方向に付勢されている



装着された外座、６は内座２に取り付けられた内ハンドル、７は外座５に取り付けられた
外ハンドル、８，９はラッチ錠１０（図２、図３参照）を解錠するための解錠部材である
。
【００１１】
　上述の内側の解錠部材８は略Ｌ字状に形成され、その曲屈部が内座４に支軸４１にて枢
支される一方、内ハンドル６の中央部内側に突設された連結部６１が内座４の外側部に開
設した開孔４２に遊嵌され、その連結部６１がピン１２によって前記解錠部材８の回動端
８１と枢結されている。
【００１２】
　その内ハンドル６の連結部６１の 両側にはガイド部６２，６３が突設されて内座４
の外側部に開設した開孔４３，４４にそれぞれ遊嵌し、かつそのガイド部６２，６３の先
端部に嵌着したリティナー６４，６５と底板４５との間にコイルスプリング１３，１４が
弾発介装され、その内ハンドル６が内方（室内側

）に付勢されて抜け止め状態に保持されている。
【００１３】
　他方、外側の解錠部材９も略Ｌ字状に形成され、その屈曲部が外座５に支軸５１にて枢
支されており、外ハンドル７の中央部内側に突設された連結部７１が、外座５の外側部に
開設した開孔５２に遊嵌され、その連結部７１がピン１５によって前記解錠部材９の回動
端９１と枢結されている。
【００１４】
　その支軸５１には底板５５とピン１５とに両端を掛止させたつる巻ばね１７が巻装され
、外ハンドル７を内方 に引き込むように付勢し、そ
の外ハンドル７の内側面を外座５の外側部に突設した突起５３，５４に当接させた状態で
その外ハンドル７が保持されている。
【００１５】
　閉扉時に内ハンドル６と外ハンドル７が図１の状態にある場合、図２および図３の実線
状態に示すように、ラッチヘッド１８が扉枠１９の受金具２０の係入孔２１内に係合し、
また、ロッキングピース２６，２７はラッチヘッド１８の係止溝ａ，ａに係合して施錠状
態となっているが、この施錠状態において内ハンドル６ のどの
部分を押しても、また、外ハンドル７ のどの部分を引いても、
解錠部材８または９が回動されてラッチ錠１０を解錠することができる（図５～図７参照
）。
【００１６】
　内ハンドル６と外ハンドル７の解錠部材８，９との連動動作について具体的に説明する
と、まず、内ハンドル６の中央部を押し操作した場合および外ハンドル７の中央部を引き
操作した場合は、図５に示されるように、内ハンドル側では２つのコイルスプリング１３
，１４の付勢力に抗して内ハンドル６が押動されて 解錠部材８を
時計まわりに回動させ、外ハンドル側ではつる巻きばね１７の付勢力に抗して外ハンドル
７が矢印方向に作動されて 解錠部材９は時計まわりに回動される。
【００１７】
　内ハンドル６の上部を押し操作した場合は図６（Ａ）に

、また、内
ハンドル６の下部を押し操作した場合は図６（Ｂ）に示すように

、いずれの場
合にも 解錠部材８
が時計まわりに回動される。一方、外ハンドル７の上部を引き操作した場合は図７（Ａ）
に

外ハンドル７の下部を引き操作した
場合には図７（Ｂ）に示すように

、いずれの場
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上下

であり、後述する押し操作方向と反対方
向

（後述する引き操作方向と反対方向）

の中央部、上部または下部
の中央部、上部または下部

矢印方向に平行移動し、

平行移動し、

示すように、内ハンドル６はガ
イド部６３の開孔４４内に挿入された部分が支点となって時計まわりに揺動し

、内ハンドル６はガイド
部６２の開孔４３内に挿入された部分が支点となって反時計まわりに揺動し

内ハンドル６の揺動に伴ってピン１２が右方向に移動し、これにより、

示すように、外ハンドル７はピン１５を軸にして時計回りに回動した後、突起５４に当
接した部分が支点となってさらに時計回りに揺動し、

、外ハンドル７はピン１５を軸にして反時計回りに回動
した後、突起５３に当接した部分が支点となってさらに反時計回りに揺動し



合も 解錠部材９が
時計まわりに回動される。
【００１８】
　本実施形態では、内ハンドル６および外ハンドル７の中央部内側に突設した連結部６１
，７１をそれぞれ解錠部材８，７の回動端８１，９１と枢結させたきわめて簡易な構成と
しているので、内ハンドル６の押し動作または外ハンドル７の引き動作を上述のようにそ
のまま解錠部材８，９に確実に伝達させることができ、その連動動作がきわめてスムーズ
であり、解錠部材８，９が作動不良や作動不能になることがなく、内ハンドル６および外
ハンドル７ のどの部分を押しまたは引き操作してもラッチ錠１
０の解錠を確実におこなうことができるのである。
【００１９】
　この内ハンドル６と外ハンドル７に連動するラッチ錠１０は、後退式または反転後退式
のいずれをも採用することができる。反転後退式のものでは（図２、図３、図４参照）、
ラッチヘッド１８は先尖状の菱形に形成され、その上部と下部に前後方向の係止溝ａ，ａ
を有してラッチケース２２内に収納され、その先端を前板２３の開孔２４から突出させる
ようにスプリング２５で前方に付勢されており、その係止溝ａ，ａに対して、上下一対の
ロッキングピース２６，２７の先端の係止片ｃ，ｃが付勢状態に係止されることにより施
錠状態となる。
【００２０】
　そのロッキングピース２６，２７は錠ケース２８に幅方向に差し渡し固定支持されたピ
ン軸２９，３０に枢支され、かつその基部同士がピン３１で枢結されると共に、スプリン
グ３４によって両ロッキングピース２６，２７が前記ラッチヘッド１８の溝ａ，ａに係合
する閉方向に付勢されており、さらにその後端部にはそれぞれ一対の操作部材３２，３３
が上下方向から当接するように設けられると共に、その操作部材３２，３３に、解錠部材
８，９の作動端８２，９２が係合されている。
【００２１】
　このような構成により、内ハンドル６の押し操作または外ハンドル７の引き操作により
、いずれか一方の解錠部材８，９の作動端８２，９２が下方または上方に作動することに
よって、いずれか一方の操作部材３２，３３が下方または上方に操作され、両方のロッキ
ングピース２６，２７がその係止片ｃ，ｃをラッチヘッド１８の係止溝ａ，ａから離脱す
るように連動操作してラッチ錠１０を確実に解錠することができるのである。
【００２２】
　このラッチ錠１０が解錠されることによって、ラッチヘッド１８が反転可能な解錠状態
となり、さらなる内ハンドル６の押し操作または外ハンドル７の引き操作による閉扉方向
への力により、扉枠１９の受金具２０の係入孔２１に係合していたラッチヘッド１８が図
３の二点鎖線の状態に反転し、開扉を阻止していたラッチヘッド１８の背面直線部が斜面
となり、その斜面の作用により後退してその係合が解除され、扉１が開放される。なお、
ラッチヘッド１８は一旦、反転後退した後、受金具２０から外れるとスプリング２５の付
勢でその先端を開孔２４から突出させた図３の実線状態に戻る。
【００２３】
　一方、閉扉時には、受金具２０の受座２０１にラッチヘッド１８の斜面１８１が当接し
て、そのラッチヘッド１８を一旦後退させた後、扉１が全閉の位置に閉まると再び突出し
て係入孔２１内に係合し、また、ロッキングピース２６，２７の係止片ｃ，ｃがラッチヘ
ッド１８の係止溝ａ，ａに係合した施錠状態となる。
【００２４】
　尚、上述の内座４と外座５の扉１への取付方法としては、図示は省略するが、例えば外
座５の内側に内方へ向けた螺子柱を２本程度立設してこれを扉１の開孔に挿入し、内座４
に室内側から貫挿させた螺子をその螺子柱に螺合締結させる従来周知の方法でもよく、あ
るいは、その内座４の内部にコ字状の取付板を設け、その取付板に貫挿させた螺子を外座
５の螺子柱に螺合締結させた後、その取付板に対して内座の上下または左右から螺子で固
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外ハンドル７の揺動に伴ってピン１５が右方向に移動し、これにより、

の中央部、上部または下部



定し、螺子が室内側から見えないようにしてもよい。
【００２５】
　また、図示は省略するが、キー操作またはサムターンによって施解錠する本締錠は、例
えば、内座４と外座５の直下の位置に設け、その本締錠を施解錠させるサムターンを扉１
の内側面２に設ける一方、キー操作によって本締錠を施解錠させるシリンダを扉１の外側
面３に設ればよい。
【００２６】
　図８～図１０は異なる実施形態を示し、外ハンドル７を内方に付勢するためにつる巻き
ばね１７に代えて、２本のコイルスプリング１３１，１４１を用いたものである。この場
合においても、その外ハンドル７の中央部を引き操作した場合には図９に、また、その上
部を引き操作した場合には図１０（Ａ）に、その下部を引き操作した場合には図１０（Ｂ
）に、それぞれ示すように、解錠部材９を時計まわりに回動させることができる。なお、
図示は省略するが、内ハンドル６を内側（室内側）に付勢するための２本のコイルスプリ
ング１３，１４に代えて、つる巻きばねを用いることもできる。その場合は、例えばつる
巻きばねを支軸４１に巻装させてその一端を連結部６１に、他端を底板４５にそれぞれ掛
止させればよい。
【００２７】
　以上の各実施形態では、扉１は外開きとしたが、本発明は、扉の開き方向を特定するも
のではなく、内開きの扉にも適用できるのはいうまでもない。その場合には、内ハンドル
は引き操作、外ハンドルは押し操作することによりラッチ錠を解錠できるようにすればよ
い。その他、実施形態では、ハンドルと解錠部材との連結部を座内に設けたが、解錠部材
に連結部を設け、それを座の外部に突出させ、座の外部でハンドルと連結させてもよい。
【００２８】
【発明の効果】
　以上説明したように、本発明の扉錠のハンドル装置によれば、内ハンドルと連動する一
方の解錠部材を内座内に、外ハンドルと連動する他方の解錠部材を外座内にそれぞれ回動
自在に枢支させ

ので、構成が簡単であり、連動動作がスムーズに確実になされ
るため、扉の開扉方向にハンドルを押し、引きすることによって解錠・開扉ができ、しか
も、ハンドル のどの部分を操作しても常に確実にラッチ錠を解
錠することができ、高齢者や身障者にとってもきわめて操作性に優れたハンドル装置を提
供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の扉錠のハンドル装置の一実施形態を示す要部断面図である。
【図２】　同ラッチ錠の縦断側面図である。
【図３】　同ラッチ錠の横断平面図である。
【図４】　同ラッチヘッドの斜視図である。
【図５】　同内ハンドルまたは外ハンドルの中央部を操作したときの動作の説明図である
。
【図６】　同（Ａ）は内ハンドルの上部を、（Ｂ）は下部をそれぞれ押し操作したときの
動作の説明図である。
【図７】　（Ａ）は同外ハンドルの上部を、（Ｂ）は下部をそれぞれ引き操作したときの
動作の説明図である。
【図８】　同ハンドル装置の異なる実施形態を示す要部断面図である。
【図９】　同内ハンドルまたは外ハンドルの中央部と操作したときの動作の説明図である
。
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、また、前記一方のハンドルは、前記解錠部材の一方に枢結される連結部
の上下両側に突設されたガイド部を備えると共に、前記押し操作方向と反対方向に付勢さ
れ、各ガイド部は内座または外座の一方に抜け止め状態に保持され、さらに、前記他方の
ハンドルは、前記解錠部材の他方に枢結される連結部の上下両側が、内座または外座の他
方の側部に突設された突起に当接するように構成されていると共に、前記引き操作方向と
反対方向に付勢されている

の中央部、上部または下部



【図１０】　（Ａ）は同外ハンドルの上部を、（Ｂ）は下部をそれぞれ引き操作したとき
の動作の説明図である。
【符号の説明】
　１…扉、４…内座、５…外座、６…内ハンドル、７…外ハンドル、８，９…解錠部材、
１８…ラッチヘッド。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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